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　令和元年10月12日から13日にかけて日本に上陸した台風19号は、その記録的な豪雨に
より家屋や道路、農地、河川、山林等に大きな被害をもたらしました。
　災害で尊い命を奪われた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、被災された多くの方
々に対しまして心よりお見舞い申し上げます。
「長野の林業」でも復旧に向けた取り組みを随時掲載してまいります。

台風19号の爪痕

災害に関する問合せ先

　上田市　鹿教湯の被災状況

　長野市　林道笹平線の被災状況

北相木村　林道東山線の被災状況

長和町　林道ネッコ線の被災状況



　

本
紙
十
月
号
で
も
ご
案
内
し
た
第
十
回
食
用
菌
根
性
き
の
こ
に
関
す
る
国

際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（International W

orkshop on Edible M
ycorrhizal 

M
ushroom

s 

以
下IW

EM
M

と
略
す
）
が
十
月
二
十
日
の
プ
レ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
皮
切
り
に
二
十
八
日
ま
で
の
全
九
日
間
の
日
程
で
、
諏
訪
市
を
中

心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
総
数
は
プ
レ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
さ
れ
た
方
々
を
含
め
る
と

二
〇
〇
名
を
超
え
、
国
籍
も
日
本
を
含
め
一
九
か
国
に
及
ぶ
大
規
模
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
誌
面
の
都
合
も
あ
り
、
プ
レ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
本

大
会
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
プ
レ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
十
月
二
十
日
】

　

諏
訪
市
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
、
ま
ずIW

EM
M

国
際
事
務
局
長
で

あ
る
ア
レ
ク
シ
ー
・
ゲ
レ
ン
・
ラ
ゲ
ッ
ト
博
士
か
ら
は
ト
リ
ュ
フ
栽
培
の
着
手

か
ら
実
際
の
子
実
体
発
生
ま
で
に
七
年
か
か
っ
た
研
究
の
内
容
、
ま
た
近
年
は

日
本
に
お
い
て
も
新
種
の
ト
リ
ュ
フ
が
発
見
さ
れ
、
栽
培
技
術
開
発
が
始
ま
っ

た
話
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
開
催
地
を
代
表
し
て
諏
訪
ま
つ
た
け
生

産
振
興
会
の
金
井
隆
副
会
長
か
ら
は
手
入
れ
が
さ
れ
ず
荒
れ
て
い
た
ア
カ
マ
ツ

林
を
整
備
し
た
結
果
、
十
年
程
度
で
安
定
的
な
マ
ツ
タ
ケ
の
収
穫
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
施
業
技
術
に
関
す
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
に
は
き
の

こ
を
題
材
と
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
お
二
人（
ト
リ
ス
タ
ン
・
ス

ト
ッ
ク
氏
、
マ
リ
オ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
氏
）に
よ
る
短
編
映
画
が
三
本
上
映
さ
れ
、

き
の
こ
と
森
林
の
関
連
、
そ
し
て
き
の
こ
の
会
話
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
映
画
な
ど

我
々
に
は
思
い
つ
か
な
い
発
想
の
興
味
深
い
映
画
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
演
者
等
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、
国
、
文

化
の
差
異
に
よ
る
き
の
こ
中
毒
の
有
無
の
話
や
、
海
外
か
ら
は
金
井
氏
の
発
表

第
十
回
食
用
菌
根
性
き
の
こ
に
関
す
る

国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
研
究
者
と
討
論
す
る
片
桐
主
任

研
究
員

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
行
委
員
会
】

に
対
し
て
具
体
的
な
施
業
方
法
等
か
な
り
熱
心
な
質
問
が
あ
り
、
整
備
の
結
果

マ
ツ
タ
ケ
の
発
生
に
至
っ
て
い
る
点
な
ど
に
つ
い
て
賞
賛
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

【
本
大
会
　
十
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
】

　

二
十
一
日
か
ら
本
大
会
が
始
ま
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
井
出

英
治
林
務
部
長
、
金
子
ゆ
か
り
諏
訪
市
長
ら
が
英
語
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
で
長
野

県
及
び
諏
訪
市
へ
の
歓
迎
の
祝
辞
を
述
べ
、
三
日
間
に
わ
た
る
研
究
討
論
が
始

ま
り
ま
し
た
。
長
野
県
か
ら
は
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
古
川
仁
特
産
部
長
に
よ

る
「
三
十
八
年
間
の
調
査
デ
ー
タ
に
よ
る
豊
丘
村
試
験
地
で
の
マ
ツ
タ
ケ
生
産

の
施
業
効
果
と
気
象
条
件
の
関
連
」、
同
片
桐
一
弘
主
任
研
究
員
に
よ
る
「
カ

ラ
マ
ツ
林
の
施
業
に
よ
る
ハ
ナ
イ
グ
チ
栽
培
」
が
発
表
さ
れ
、
海
外
の
参
加
者

か
ら
施
業
効
果
に
よ
る
増
産
の
実
証
に
関
し
て
質
問
が
相
次
ぎ
、
国
際
事
務
局

長
か
ら
は
同
様
な
デ
ー
タ
収
集
を
世
界
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
き
の
こ
の
生
態

に
関
す
る
解
明
が
図
ら
れ
る
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
を
通
じ
た
感
想
と
し
て
、
海
外
研
究
者
の
多
く
は
日
本
で
の
森

林
整
備
に
よ
る
き
の
こ
生
産
に
か
な
り
関
心
を
示
し
、
ま
た
そ
の
技
術
の
確
実

性
に
興
味
関
心
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

豊丘村試験地について解説する古川特産部長
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薪
や
木
質
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
、
身
近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
薪
ス
ト
ー
ブ
や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
展

示
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
を
使
っ
た
料
理
実
演（
試
食
無
料
）や
薪
割

り
体
験
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
も
大
活
躍
の
ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
製
作
実
演
な
ど
、
体

験
で
き
る
催
し
が
満
載
で
す
。

　
「
炎
」
を
見
な
が
ら
お
い
し
い
料
理
を
堪
能
し
て
、
ス
ト
ー
ブ
の
あ
る
暮
ら
し
を

体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

入
場
無
料
で
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
令
和
元
年
11
月
17
日（
日
）　

10
時
か
ら
15
時
ま
で

【
会
場
】
長
野
市
南
千
歳
公
園 

　
　
　
　
（
長
野
県
長
野
市
南
千
歳
１
丁
目
10
―
４
）

　

※
お
車
で
お
越
し
の
際
は
最
寄
り
の
有
料
駐
車
場
を

　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
主
催
】
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
信
州
ネ
ッ
ト

【
共
催
】
長
野
県　

　

研
修
会
の
前
半
は
３
人
の
講
師
に
よ
る
講
義

で
、
後
半
は
参
加
者
が
全
員
参
加
す
る
意
見
交

換
会
で
し
た
。
最
初
の
講
義
は
、「
原
木
シ
イ
タ

ケ
生
産
を
通
し
て
み
る
里
山
の
生
活
」
と
題
し
、

長
野
県
特
用
林
産
振
興
会
の
き
の
こ
部
会
長
で

あ
る
水
上
平
八
郎
氏
が
講
義
さ
れ
ま
し
た
。
シ

イ
タ
ケ
生
産
の
名
人
と
し
て
有
名
な
水
上
氏
の

講
義
は
、
原
木
の
素
質
、
水
・
温
度
管
理
な
ど

蓄
積
し
た
デ
ー
タ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
実
践
的
な

内
容
に
加
え
、
自
然
と
戯
れ
な
が
ら
里
山
の
生
活
を
楽
し
む
様
子
が
伝
わ
る
楽
し
い

講
義
で
し
た
。

　

続
く
講
義
は
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
特
産
部
の
加
藤
健
一
林
業
専
門
技
術
員
に
よ
る

「
里
山
を
利
用
し
た
き
の
こ
栽
培
に
つ
い
て
」
で
し
た
。
マ
ツ
タ
ケ
や
ホ
ン
シ
メ
ジ
、

ハ
ナ
イ
グ
チ
の
増
殖
技
術
と
い
っ
た
長
野
県
の
き
の
こ
研
究
の
一
端
が
垣
間
見
え
る

話
か
ら
、
直
売
所
に
お
け
る
き
の
こ
の
販
売
傾
向
な
ど
す
ぐ
に
役
立
つ
情
報
も
提
供

し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
最
後
に
信
州
の
木
活
用
課

の
高
橋
林
業
技
術
専
門
員
か
ら
統
計
調
査
を
使
っ

て
最
近
の
シ
イ
タ
ケ
生
産
の
傾
向
や
、
里
山
資
源
利

活
用
推
進
事
業
な
ど
き
の
こ
生
産
に
活
用
で
き
る

制
度
の
紹
介
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
義
の
後
に
全
員
が
参
加
し
た
意
見
交
換
会
で

は
、
講
師
に
対
し
参
加
者
か
ら
シ
イ
タ
ケ
生
産
者
な

ら
で
は
の
専
門
的
な
質
問
が
飛
び
交
う
一
方
、
シ
イ

タ
ケ
生
産
の
初
心
者
で
あ
る
里
山
整
備
利
用
地
域

の
関
係
者
か
ら
熱
意
の
あ
る
前
向
き
な
質
問
や
意

見
が
交
わ
さ
れ
、
今
後
の
参
加
者
の
益
々
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

たたたたたたたた
し
た

催
し
ま
し
た
しし

し
ま
ししし
まままままままま
ししししし
催催催催催催催催催催催催
開
催
開開開開
をををををををを
会会会会会会会
修
会
修
会
修修修
研
修修修修
研
修
研研研研研研研研研研
者者者者者者者者者者者者者者
産産産産産産産
生生生生
ケ
生生生
ケ
生生
ケケ
タ
ケケケ
タ
ケ
タタタタタ
イ
タタタ

シ
イ
タ
イイ
シシシ
度
年
度度度度度
年
度
年年年年年年年年年
元
年
元元元元元元
和
元
和
元
和和和和
令
和
令
和
令令令令令令令
和和
元元
年年
度度
シシシシ
イイ
タタ
ケケ
生生
産産
者者
研研
修修
会会
をををををををを
開開
催催
しし
まま
しし
たた

【
県
産
材
利
用
推
進
室
】

【
長
野
県
特
用
林
産
振
興
会
】

〜
信
州
の
冬
を『
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
』で

暖
か
く
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
森
林
資
源
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
、
森
林
の
整
備
・
保
全
、
地
域
の
活
性
化
を
実
現
し
ま
す
。

　
「
森
と
つ
な
が
る
エ
ネ
ル
ギ
ー　

薪
ス
ト
ー
ブ
＆
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
大
集
合
！
」

を
開
催
し
ま
す

　

令
和
元
年
十
月
十
日（
木
）に
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
、
き
の
こ
に
関
す

る
技
術
の
習
得
と
情
報
交
換
等
を
目
的
と
し
て
、
シ
イ
タ
ケ
生
産
者
と
里
山
整
備
利

用
地
域
の
関
係
者
が
集
い
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

意見交換会の様子

講師 水上平八郎氏
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最
近
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
中
で
松

本
地
域
に
お
い
て
、
本
格
的
な
木
質
チ
ッ
プ
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
の
稼
働
が
今
春
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
設
置
場
所
は
松
本
市
波
田
の
上
高

地
乗
鞍
地
域
へ
の
入
口
と
な
る
国
道
一
五
八
号
線
沿
い
に
あ
る
『
竜
島
温
泉
せ

せ
ら
ぎ
の
湯
』
で
す
。
こ
の
施
設
に
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
が
導
入
さ
れ
た
経

緯
は
、
施
設
の
所
有
者
で
あ
る
松
本
市
が
平
成
二
十
八
年
度
に
策
定
し
た
『
松

本
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地

産
地
消
推
進
計
画
』
に
基
づ
き
、

従
来
の
化
石
燃
料
の
利
用
を
木

質
チ
ッ
プ
で
代
替
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の

で
す
。
こ
の
事
業
で
は
二
酸
化
炭

素
の
排
出
削
減
、
安
定
し
た
燃
料

価
格
で
の
経
営
安
定
化
、
地
域
で

製
造
し
た
燃
料
の
使
用
に
よ
る

地
域
産
業
の
活
性
化
と
い
う
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
松
本
市
が
こ
の
計

画
を
立
案
す
る
際
の
ハ
ー
ド
ル

の
一
つ
と
な
っ
た
の
が
、
当
時

中
信
地
域
に
は
木
質
チ
ッ
プ
の

製
造
販
売
業
者
が
存
在
し
な
い

松
本
平
森
林
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

　

電　

話　

０
２
６
３
‐
８
８
‐
３
１
０
3

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
３
‐
8
７
‐
７
２
３
４

5月25日のお披露目式の様子

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
地
域
の
林
業
事
業
体
な
ど
が

集
ま
っ
て
木
質
燃
料
の
製
造
と
供

給
を
担
う
『
松
本
平
森
林
エ
ネ
ル

ギ
ー
㈱
』
を
立
ち
上
げ
、
需
給
体

制
が
整
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

但
し
今
回
の
ボ
イ
ラ
ー
は
、
出
力

が
一
五
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
年
間
の

チ
ッ
プ
消
費
量
が
約
一
八
〇
ト
ン

に
と
ど
ま
る
た
め
新
会
社
に
お
い

て
は
新
た
な
設
備
投
資
を
す
る
こ

と
は
難
し
く
、
メ
ン
バ
ー
の
持
つ

設
備
で
作
業
を
分
担
し
て
事
業
を

行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
大
型
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
稼
働
も
計
画

さ
れ
て
お
り
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
が
活
発
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
熱
利
用
で
は
固
定
価
格
買
取
制
度（FIT

）に
と
ら
わ

れ
な
い
の
で
、
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
に
く
か
っ
た
支
障
木
や
松
く
い
被
害
材
の

有
効
活
用
も
進
む
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
動
き
出
し
た
こ
れ
ら
の
活
動
は
ま
だ
ま
だ
規
模
が
小
さ
い
で
す
が
、
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
官
民
を
問
わ
ず
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
へ
の
取
り
組
み
が
進

む
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

松
本
地
域
に
お
け
る
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

森林組合でのチップ製造



トピックス

　

長
野
県
の
山
行
苗
木
の
需
要
は
平
成
三
十
年
度
産
で
九
十
二
万
本
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
数
年
、
需
要
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
三
十
五
％
に
コ
ン
テ
ナ
苗

木
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
要
な
樹
種
に
つ
い
て
は
、
特
定
母
樹（
特
に

優
れ
た
成
長
特
性
等
を
持
っ
た
母
樹
）や
花
粉
症
対
策
品
種
な
ど
に
よ
る
苗
木
の
生

産
に
向
け
、
採
種
園
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

苗
木
の
う
ち
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
ア
カ
マ
ツ
・
ク
ロ
マ
ツ
に
つ
い
て
は
「
配
布
区

域
」
と
い
う
も
の
が
林
業
種
苗
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
気
候
な
ど
の
自
然
条
件

が
似
た
区
域
で
苗
木
が
育
成
・
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
造
林
地
が
雪
害
や
低
温

な
ど
の
被
害
を
う
け
る
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
で
す
。
県
内
の
苗
木
が
手
配
で
き

ず
、
や
む
を
得
ず
県
外
か
ら
購
入
し
て
植
栽
を
行
う
場
合
は
配
布
区
域
に
留
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
山
行
苗
木
の
生
産
に
は
二
〜
三
年
の
期
間
が
必
要
で
す
。
一
部
地
域

で
は
主
伐
・
再
造
林
に
取
組
み
始
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
特
に
カ
ラ
マ
ツ
苗
木
の

需
要
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
造
林
計
画
の
遂
行
と
造
林
用
苗
木

の
円
滑
な
需
給
を
図
る
た
め
、
生
産
状
況
と

使
用
見
込
み
を
調
査
し
て
需
給
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
造
林
予
定
面
積
が
把
握
し
に

く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
需
給
計
画
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
翌
年
に

植
栽
面
積
の
大
き
な
増
加
な
ど
が
あ
る
場
合

に
は
、
苗
木
使
用
見
込
み
に
つ
い
て
地
域
振

興
局
等
へ
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

苗
木
を
知
ろ
う
！
（
第
２
回
）

コ
ラ
ム

平成30年度産　山行苗木の需給状況（千本）

本部事務所（製品） 荻原事務所（原木） 坂下事務所（原木） 国有林土場等活用委託販売市売日
　　　11月19日（火）
納市　12月17日（火）

納市　12月3日（火）
入札物件紹介・入札結果はホームページで掲載
※ 本市売は、これまでの木曽地区国有林の公売に代わるものです。

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

野 村 　 弘理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1　☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1　　　　 ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1　　　　　　☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

11・12月の市売りのご案内

　　　11月16日（土）
納市　12月14日（土）

　　　11月26日（火）
納市　12月18日（水）

【
森
林
づ
く
り
推
進
課
】



 お知らせ

【
鳥
獣
対
策
・
ジ
ビ
エ
振
興
室
】

本
年
度
最
終
と
な
る
第
４
回
目
の
狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
試
験
内
容
に
即
し
た
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

長
野
県
内
に
住
所
が
あ
り
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
い
と
お
考
え
の
方
や
、
種
別

の
異
な
る
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

狩
猟
免
許
は
、
趣
味
と
し
て
の
楽
し
み
の
ほ
か
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
等
、
地
域
に

貢
献
す
る
有
意
義
な
資
格
で
す
。

受
験
・
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の
地
域
振
興
局
林
務
課
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

十
一
月
十
五
日
か
ら
狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す

第
４
回　

狩
猟
免
許
試
験
・
初
心
者

狩
猟
免
許
試
験
講
習
会
の
お
知
ら
せ

１　

狩
猟
解
禁
日

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日（
金
）

　

 　
（
銃
猟
に
つ
い
て
は
、
暦
の
日
の
出
時
刻
を
も
っ
て
解
禁
）

２　

狩
猟
期
間

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
令
和
二
年
二
月
十
五
日
ま
で

　
　

但
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
の
わ
な
猟
に
限
り
令
和
二
年
三
月
十
五
日
ま

　

で
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

３　

狩
猟
場
所

　
　

県
内
全
域
の
一
般
猟
区

　
　
（
鳥
獣
保
護
区
、
休
猟
区
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
狩
猟
可
能
の
場
所
全
て
）

４　

く
く
り
わ
な
の
直
径
規
制
解
除

　
　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
を
促
進
す
る
た
め
、

　
　

十
二
㎝
以
下
に
規
制
さ
れ
て
い
る
く
く
り
わ
な
の
直
径

　
　
（
短
径
）が
次
の
期
間
に
限
り
規
制
解
除
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

※
規
制
解
除
期
間

　
　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
五
日
か
ら

　
　
　

令
和
二
年
三
月
十
五
日
ま
で

５　

一
日
あ
た
り
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
数

　
　

以
下
の
表
の
と
お
り
で
お
願
い
し
ま
す
。

６　

豚
コ
レ
ラ
拡
散
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

今
年
度
長
野
県
で
は
、
豚
コ
レ
ラ
衛
生
対
策
講
習
会
を

開
催
し
、
狩
猟
者
の
皆
様
に
、
豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス
拡
散

防
止
対
策
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

狩
猟
を
行
う
際
に
は
、
車
両
や
長
靴
な
ど
の
消
毒
等
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
試
験
日
程

　

令
和
二
年
二
月
二
十
二
日（
土
） （
会
場
は
左
の
日
程
表
を
参
照
）

○
講
習
会
日
程

　

左
の
日
程
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
試
験
・
講
習
会
受
付
期
間　

　

令
和
二
年
一
月
二
十
日（
月
）〜
一
月
三
十
一
日（
金
）ま
で



県森連だより

　

令
和
元
年
10
月
４
日
、
塩
尻
市
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
令
和
元
年
度
森

林
組
合
監
事
研
修
会（
主
催
：
長
野
県

森
林
組
合
連
合
会
）を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
今
年
度
新
た

に
森
林
組
合
の
監
事
に
就
任
し
た
方
を

対
象
に
、
監
事
が
行
う
監
事
監
査
の
基

本
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
12
の
森
林
組
合
か
ら
29
名
の
方
が

研
修
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
ま
ず
、
長
野
県
森
林
組

合
連
合
会
の
高
田
幸
生
専
務
理
事
か

ら
、
森
林
組
合
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
指
導
利
用
課
の
牛
島
俊
平

係
長（
森
林
組
合
監
査
士
）に
よ
る
、「
監

事
監
査
の
基
礎
」、「
業
務
監
査
」、「
会

計
監
査
」
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
長
野
県
林
務
部
信
州
の
木

活
用
課
の
松
尾
誠
担
当
係
長
か
ら
、
森

林
組
合
常
例
検
査
の
概
要
と
森
林
組
合

系
統
の
最
近
の
不
適
正
事
案
に
つ
い
て

紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
日
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
が
、

こ
の
研
修
会
で
得
た
知
識
を
今
後
の
組

合
監
査
の
実
務
に
生
か
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
10
月
17
日
、
ホ
テ
ル
メ
ル

パ
ル
ク
東
京（
東
京
都
）で
、
令
和
元

年
度
全
国
森
林
組
合
代
表
者
大
会（
主

催
：
全
国
森
林
組
合
連
合
会
）が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
直
前
に
台
風

19
号
に
よ
る
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
た

中
で
、
取
り
止
め
も
検
討
さ
れ
ま
し
た

が
、
系
統
一
丸
と
な
っ
て
災
害
か
ら
の

復
旧
に
全
力
を
尽
く
す
旨
の
緊
急
決
議

を
行
い
、
森
林
整
備
を
通
じ
て
国
土
の

強
靭
化
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

大
会
で
は
、来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

系
統
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
団
体
や

個
人
及
び
功
労
者
等
に
対
し
て
、
林
野

庁
長
官
表
彰
及
び
全
国
森
林
組
合
連
合

会
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
野

令
和
元
年
度

森
林
組
合
監
事
研
修
会
開
催

令
和
元
年
度

全
国
森
林
組
合
代
表
者
大
会

令
和
元
年
度

長
野
県
森
林
組
合
交
流
会
開
催

表彰式の様子

牛島係長による研修

県
か
ら
は
、
組
合
職
員
６
名
、
現
場
技

能
者
11
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
の
あ
と
、
意
見
表
明
と
し
て
、

「
森
林
経
営
管
理
制
度
に
よ
る
森
林
資

源
の
適
切
な
管
理
・
利
用
の
推
進
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
鹿
児
島
県
森
林
組

合
連
合
会
代
表
理
事
専
務
野
村
輝
明
氏

が
、
同
連
合
会
で
設
立
し
た
、
森
林
経

営
管
理
制
度
の
市
町
村
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
紹
介
し
、
新
た
な
森
林
管
理
シ

ス
テ
ム
の
円
滑
な
運
用
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
次
に
、「
就
労
環
境
改
善
を
通

じ
た
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
鳥
取
県
東
部
森
林
組
合
代

表
理
事
組
合
長
嶋
沢
和
幸
氏
が
、
同
組

合
で
実
現
し
て
い
る
人
事
評
価
制
度
や

夏
季
の
就
労
時
間
の
短
縮
、
有
給
消
化

率
ア
ッ
プ
や
育
児
休
暇
・
介
護
休
暇
の

積
極
的
な
取
得
の
取
り
組
み
を
、
職
員

の
収
入
等
と
併
せ
て
紹
介
し
、
就
労
環

境
改
善
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
10
月
29
〜
30
日
、
下
伊
那

郡
根
羽
村
で
、
令
和
元
年
度
長
野
県
森

林
組
合
交
流
会（
主
催
：
長
野
県
森
林

組
合
長
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初

日
は
ま
ず
、
根
羽
村
森
林
組
合
の
大
久

保
組
合
長
が
「
源
流
の
資
源
を
生
か
し

た
地
域
づ
く
り
」
と
題
し
て
講
演
を

行
っ
た
後
、
役
場
新
庁
舎
及
び
高
齢
者

福
祉
施
設
ね
ば
ね
の
里
「
な
ご
み
」
の

見
学
を
行
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
根
羽

村
産
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
用
し
て
い
ま
す
。机
や
カ
ウ
ン
タ
ー
、

備
品
等
に
も
地
元
産
材
を
活
用
し
て
お

り
、
施
設
そ
の
も
の
が
、
木
材
の
魅
力

発
信
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

二
日
目
の
会
議
は
、
会
場
を
満
蒙
開

拓
平
和
記
念
館（
阿
智
村
）に
移
し
、
各

森
林
組
合
で
抱
え
て
い
る
課
題
を
共
有

し
、
系
統
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
暮
ら
し
と
と
も
に
あ
る

地
域
材
」
と
題
し
て
、
新
井
建
築
工
房

+
設
計
同
人
N
E
X
T
代
表
新
井
優
氏

に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
森
林
組
合
長
会
で
は
、
本
交

流
会
で
の
情
報
共
有
を
踏
ま
え
、
森
林

整
備
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
、
県
へ

の
要
望
活
動
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。



令
和
元
年
十
一
月
十
日
発
行　

長
野
の
林
業
通
巻
三
五
八
号

発　

行

長
野
の
林
業
編
集
委
員
会

長
野
市
岡
田
町
長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
内

事
務
局

電
話
〇
二
六(

二
二
七)
五
〇
一
五

電
話
〇
二
六(

二
二
六)
五
六
二
〇

Ｅ
メ
ー
ル N

agarin-center1@
qa3.so-net.ne.jp

Ｅ
メ
ー
ル rinfukyo@

giga.ocn.ne.jp

（
一
社
）長
野
県
林
業
普
及
協
会

（
一
社
）長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー

長野県の木材市況


